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流体研HP

遷音速バフェットの解明を目指して！

バフェット現象：翼面上における衝撃波と境界層の干渉

衝撃波が振動

問題点：揚力の時間的変動
・機体の振動や翼の損傷
・操縦性の悪化

➢航空機の最高速度の限界を決めている

翼面上の可視化実験

JAXA 0.8 m × 0.45 m 
高Re数遷音速風洞

翼模型

可視化画像

畳み込みニューラルネットワーク（CNN）

衝撃波位置の特定が必要

✓人間の視覚をモデル化
✓画像認識に優れる

衝撃波位置の追跡と圧力伝播速度の算出

白：機械学習の出力点
赤：正解点

機械学習を用いて衝撃波
位置を特定することに成功！

衝撃波の位置によって圧力伝播速度に規則性あり！

圧力伝播速度
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